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本稿は, 社会科授業の開発と分析を通して, ｢社会科固有の読解力｣ とは何かを解明しようとするものである｡ 本継続研
究を始めるにあたり, ｢社会科固有の読解力｣ について以下の三つの仮説を立てた｡
１) 社会科固有の読解力は, 対象に即した科学的理論をベースにして形成される｡
２) 社会科固有の読解力は, 専心的な体験・表現活動ではなく, 分析的な探求活動を通して形成される｡
３) 社会科固有の読解力により形成される認識は, 主観的知識の増殖ではなく, 客観的知識の成長である｡
上記の仮説に基づき, 第４学年の授業 ｢私たちのくらしとごみ－ごみ問題解決フローマップをつくろう－｣ を開発し実践
した｡ ごみ問題に関する読解力を, 子どもによるフローマップの作成を通して形成し, ふり返りシートと併せて評価するこ
とに力点を置いた｡ 実践分析の結果, これらの方法の有効性がほぼ検証された｡
キーワード：小学校社会科, 読解力, フローマップ, ごみ問題













































































































テキストを理解し, 利用し, 熟考する能力であり, 情報































































次に, ごみの問題を読解するために, ｢風刺画｣ を利
用する｡ 風刺画は, 現代の問題を批評し, 一目でその問
題を伝えるメッセージ性が強い絵である｡ グラフや表と
ともに, この風刺画からごみ問題について考えていくの






















2.2.2 単元計画 (全13時間) (図１)
2.3 授業の実際
2.3.1 第一次 ｢ごみ｣ って何だろう？ (４時間)
自分たちの生活の中で, ｢ごみ｣ をどのように捉えて







通して, 子どもは, ｢まだ使えるものでも, ごみになっ
てすてられている｣ とか, ｢実際に自分たちの生活の中
から出されたものが多い (生ゴミ)｣ という分析的な感
想に変容していく｡ また, 子どもは, ｢ごみには, どん















さらに, 家庭でのごみ調べからは, ごみの種類 (一般






と尋ねる｡ すると, 子どもは, ｢燃やすと思うから, 最
後は灰になる｡｣ ｢全部一か所に集まってくると思う｡｣
などの意見が出てくる｡ そこで, 加東市から市民に配布
されている ｢ごみ分別カレンダー｣ と小野市の ｢ごみ焼
却場の仕組みパンフレット｣ などを利用して, ごみのゆ
くえについて理解を進めることにする｡








を作成する｡ この段階では, ごみの種類別に, 資源ごみ
はリサイクルされるというものが多く, その過程につい
ての具体的な流れまでは把握できていない｡





のが, ｢エコ｣ である｡ これは, ごみ問題と環境問題を
混同しているとも思われるが, 子どもにとってごみ問題
は, ｢地球にかかわる問題｣ と同様に捉えているとも受
















た ｢ごみ問題｣ は, 以下の通りである｡
社会科固有の ｢読解力｣ 形成のための授業構成と実践分析 (Ⅱ) 
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図１ 単元計画図 (全13時間)
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著の 『廃貴物』 である (資料１)｡
資料１ 風刺画 『廃貴物』
この風刺画を提示すると, 子どもは, ｢たくさんの人
が, リサイクルに忙しそうだ｡｣ ｢ものがあふれて, おぼ
れそうな人がいる｡｣ ｢生活している人がごみを出すより
も, ものをたくさんつくっているんだ｡｣ などと読み取







が増えていた｡｣ という事実である｡ これは, 市民が紙
をごみとして出すのではなく, 資源として出すことによっ
て引き起こされたという事実をグラフから読み取る｡ こ
の活動によって, 名古屋市民 (消費者) や市役所の人た










く｡ また, 探るための要素として, 前述の風刺画を取り
入れる｡
焼却炉での燃焼温度に関わることを調べる中で, ダイ

























































い｡｣ と感想を述べている｡ また, ごみの増加に対して
は, ｢3｣ の大切さに気づいている｡ その中でも, 具体
的に焼却に際してかかるエネルギーやコスト面から, 繰
































で構成されている｡ 流れは, 矢印 (→) が使用され, ○
や□を用いて, 人や物, 場所の機能作用働き効用,








とである｡ 通常, ごみは, 分別収集されている｡ ごみの
収集は, 自治体によって異なっており, 本学のある加東
市では, 資源ごみ (容器包装プラスチック, 硬質プラス
チック, 缶・小型金属, びん, ペットボトル, 乾電池)・































なる｡ 教師には, 子どもの頭の中のことが, 紙面上に図
式化されることで, 思考パターンの把握も可能になる｡
物事を関連づけて整理するという社会科のまとめでは重








がけること｡ 市町村は, 分別収集を徹底すること｡ 事業
者は, できる限りの商品の再商品化を図ることである｡
図３ 消費者・市町村・事業者の役割分担
さらに, 消費者は, ごみになる商品を購入しない, 受
け取らないリフューズの姿勢が必要である｡ ま
































































次 時 読解力形成のための方法 (情報の収集：破線, 情報の解釈：実線, 推論の省察：波線)
一
1
①袋は１年間に300枚も使っている｡ ごみは10年間だけで約２倍に増えた｡ 生ごみは肥料になる｡ ごみの量は減っている｡ ②１人１日の平均
のごみの量が, 私は増えていると思っていたけれど減っていました｡ ③なぜ地域によってふくろの色がちがうのか｡ なぜ色がついているのか｡
23
①市によってごみの処理のしかたがちがうこと｡ 昔のごみ処理の仕方｡ ③ごみ処理にかかるお金はどこの話か疑問｡ ごみの量も場所が分から
ないので疑問｡ せいそう工場で, ものをもやすと二酸化炭素が出て地球温暖化につながってしまうのに, せいそう工場はどうやって防いでい
るのか｡ 残りの埋め立て場所はどれくらいなのか｡
4 ③なぜ毎年ペットボトルの数 (回収率) が増えているのか｡ なぜ処理をするのにお金がかかるのか｡
二
56
①江戸期の粗大ごみは, 火事の時以外はあまりでなかった｡ 東京都はごみの量が多いのに１人あたりのごみの量は少ない｡ プラスチックは少




①もえるごみはせいそう工場でもやされて終わりではなく, そこからも灰があってうめたてに行く｡ お金が足りなくてできない｡ リサイクル
商品になってまたごみになる｡ ②不法投きをなくすには, こまめに不法投きが多いところをそうじしたり, 自分の家のごみをかんりしたり,
１人１人が気をつければいい｡ そうして不法投きがへったら自然に悪えいきょうにならない｡ ③なぜ昔のように自家処理しないのだろう｡
8
①リサイクルの再生率が低いのは, 量が多くリサイクルしきれないから｡ ビールびんを４円で引き取ってくれる｡ 使えるものまですてている｡
③なぜ車やタイヤをすてるのか｡ なぜごみぶくろにお金がかかるのか｡
910
①クリーンセンターは, ごみを処理することだけではなくて, けむりをきれいにして水もきれいにして工夫をたくさんしている｡ 名古屋市で
は幼い子どもにも分別を教えていて, ごみを減らそうとがんばっている｡ ②小野クリーンセンターはごみをもやすだけだと思っていたけど,
水をきれいにしたり工夫をしていた｡ どのセンターも発電システムはあると思っていたけど, 小野クリーンセンターにはなかった｡ ③ごみは
へっても, 資源ごみというごみがふえている｡ それでいいの｡ なぜ紙を資源にするのか｡
11





多かった｡ 植林というのは思いつかなかったのでいいなと思いました｡ ②フローマップを描いて, 木を植えると空気がきれいになるし, 森林
から地下水が出て自分たちが使えるので自分たちで育てればいいと思いました｡ ③粗大ごみを出すのになぜお金がいるのか｡ 解決策はあって
もけっきょくは ｢ごみをへらす｣ ということだけなんだろうか｡ ほかにも方法はないのか｡
13
①私はごみ問題を学習した時は, リユースやリデュースしていたけど, 今はお母さんやお父さんがしていて, 私は特にしていない｡ けど今日
改めてものを大切にしたり, むだづかいしなかったり, 町をきれいにしたり, 色んな工夫をしてみようと思いました｡ 私は最近, 特にしてい



















































































現状を知ろう｣ である｡ ここでは, 加東市や日本のごみ
問題がどうなっているのか, その現状について学び, 各
自の直感的な解決策の提案としてフローマップを描かせ




























































２) 山本麻子 『書く力が身につくイギリスの教育』 岩波書店,
2010
(201086 受稿, 20101216受理)
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